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巻巻頭頭言言  

 

この度、山口学研究センター紀要「山口学研究」、第２巻を刊行することとなりまし

た。今回は令和３年度に実施された研究成果の力作ぞろいで、山口学研究が着実に活動と

して定着してきたことが実感されます。山口学研究は山口をフィールドとした地域学研究

プロジェクトであり、山口の自然、歴史、文化、観光、産業、教育等様々な分野における

地域課題を発掘し解決を図るとともに、地域を科学的に探究することにより新たな知見を

得ようとするものです。一方、本研究は、研究者の専門分野の垣根を越えて、文理融合の

視点で他の研究機関や地域を巻き込みながら総合的に研究を行う点が特徴となっておりま

す。地域の抱える課題は、一つの分野のみで解決できるものはなく、様々な分野の知見を

結集して、多面的に検討を行うことが求められます。 

このような文理融合の研究の代表例として、国指定史跡である「周防鋳銭司跡」を中

心とした山口学研究プロジェクト「古代テクノポリス山口 ～その解明と地域資産創出を
目指して～」(令和２年度)があります。この研究では、周防鋳銭司がいつ、どこで、どの
ように稼働していたかを明らかとすることが主要な研究テーマですが、鉱物学者は鋳造に

用いた銅の産地を、地理学者は当時の鋳銭司地区の自然環境を、地質学者は産地である銅

の鉱山の稼働時期を、地球物理学者は遺跡の規模をそれぞれ研究し、考古学の専門家以外

の様々な分野の研究者により、古代テクノポリスの全貌を明らかとするための研究が実施

されました。さらに、銅の産地の特定のための鉱石や遺跡から発掘された鉱滓の化学分析

は山口大学と新たに包括的連携協定を締結した国立歴史民俗博物館との共同研究として行

われ、発掘された銅貨の特定と形状把握のために X 線 CT を用いた検討は㈶元興寺文化財

研究所との共同研究で実施されました。このように、多くの研究者が協力して約 1200 年

前に都から遠く離れた山口の地に確実に存在したテクノポリスを復元しようとして研究を

推進しております。 

今後も、地域課題の解決と科学的探究のために、山口大学の総合力とネットワークを

活用して山口学研究を進めていきたいと考えております。研究のモットーは「楽しく夢の

ある研究を地域とともに！」です。 

今後も「山口学研究」紀要を通じて新しい研究成果を発信してまいります。 

 

 

 

山口大学山口学研究センター長   

田中 和広 

 



 
 

山山口口学学研研究究セセンンタターーににつついいてて  

 

 平成 27年 12月 9日、山口大学創基 200周年事業のひとつとして、「山口学

研究センター」を設置しました。同センターは、山口県をフィールドとした自

然・文化・歴史・産業・観光・流通・教育等に関する研究を推進するとともに、

その成果を活用し、地域社会の活性化に寄与することを目的としています。 

 この目的に沿った研究プロジェクトを公募・選定し、選定した個々のプロジ

ェクトに対する支援（経費、広報、学外との調整など）を行うとともに、迅速

な情報発信によって研究成果を地方自治体や地域社会に還元することで、地方

創生や地域活性化の取組に繋げていきます。 
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